
日時・会場

2021年６月1５日（火） 14:55 - 16:40
Zoom Webinar（https://bit.ly/3hFZUNlからご登録ください。）

要旨 本報告では自分自身の研究を振り返りながら、グローバル化時代
の「人間」のありかたを考えたい。インドの歴史人類学から見えてきたの
は、多様性の出会うコンタクトゾーンとしての南アジアの姿であり、さまざ
まな人間が他の人間たちそして自然環境とつながりながら地域固有の集
合的な生のかたちをつくっていくありさまであった。南アジア型発展径路
を考えることは、より多くを生産するために人間はいかなる社会をつくっ
てきたのかという従来の問いに代えて、人間はいかに多様なる他者の存
在を歓びと豊かさの源とできるのかという、おそらくはより重要な問いを
世界史研究にもたらしてくれるものであるように思われる。グローバル化
は、世界の各地域を緊密に結びつけるだけでなく、人間と人間ならざるも
のの相互作用をより密接にしており、そこから地球温暖化やコロナ・パン
デミックなどの問題も生まれている。そのなかで決定的に重要なのは、
人間が社会や世界をいかに統御するかではなく、さまざまな人間と人間
ならざるものがともにありうる関係をどのようにつくっていくかという問い
であろう。そのなかで、人間は、自律的な判断力を持って物事を決定す
るhuman being ではなく、周囲とのつながりのなかで環境とともに生成変
化していくhuman co-becoming である、と考える視角が重要になってくる
のではなかろうか。こうした人間観の転換は、人間が生きる世界・地球・
惑星・この世たる「グローブ」観の転換、ひいてはグローバル・スタディー
ズの再定義をもたらすものではないかと考えている。
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第１４回 「グローバル化時代の『人間』を考える
－歴史人類学からの視点」


